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腹腔鏡下直腸低位前方切除術（LLAR）での 

確実な腸管把持、閉鎖に・・・ 

 

狭い骨盤腔への挿入が容易で、視野を妨げることもなく、他の器具 

挿入も容易に行えます。また腸管軸に直交方向にクランプができ、 

厚みのある腸管へのクランプも可能です。 

 

■腹腔鏡下直腸低位前方切除術（LLAR） 

⚫ 直腸洗浄時の直腸閉鎖で・・・ 

全周での完全閉鎖が可能で、閉鎖の移動がなく、噛み直しが容易にできます。 

⚫ 肛側切離時の安定した縫合器操作で・・・ 

縫合不全が減少でき、替え刃の節約に繋がります。 

⚫ 巨大 Ra腫瘍の口側操作時の腸把持に・・・ 

腹腔内播種の危険防止。 

 

※《使用時のポイント》 

直腸間膜処理前や肥厚した直腸をクランプする時には、孔（大／φ２㎜）と 

孔（小／φ１㎜）間を切開し、つなぎ合わせることで孔への鋼線Ｂの挿入が 

容易に行えます。 
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〘GUT CLAMPER による直腸クランプ〙 


